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2Ua-8　　　　　　　先祖意識にみるジェンダー・エクィティ　一女は先祖になれるのか一
　　　　　　　　　東海大（院）　　○井野上其弓

　　目的今日の個人尊重意識の高まりは，家族関係を大きく変化させている。法制審議会

　の「民法の一部を改正する法律案要綱案」（'95.1.16）における選択的夫婦別姓は多くの支

　持を集め，さらには死後まで家に縛られたくないという女性たちの個人墓・合祀墓も増加

　するなど，従来の家制度・家意識は根底から揺るがされている。しかし，一方で墓に詣で

　る家族の零難は，変化しつつも家制度をひきづり，そこには男女差別の幽如-ら現れｉ。

　そこで，本報告では. 墓に詣でる時，あるいは位牌に手を合わせる時に人は誰を思い浮か

　べるのかといった点に焦点をあて，その背景にある先祖意識を明らかにすることを目的と

　する。さらには，今日の家族の置かれている状況を先祖意識の分析を通して再考察してい
　きたい。

　方法（Ｄ篆の成立，墓の形態変化の歴史を明らかにする。②先祖意識の聞き取り調査（3

50人）結果の分析をする。以上の二つの作業を通して，今日.我々の持つ先祖意識と家族

関係の変化　ジェンダー・エクィティのありかたを明らかにする。

　結果今日の家族墓｡「a⊃家の墓」の形態は，高度経済成長期以後に広まったもので

古くからのものではない。「先祖とは？」の回答分析から①育った家族形態が拡大家族と

核家族では先祖認識に差がある。②先祖として挙げるのは父方の祖父が多い。（釧1期婚姻

　・拡大家族の夫婦についてみると，夫は自分の祖先のみを先祖として認識し，妻は夫（婚

家）の先祖を自らの先祖として認識する。④核家族で育った者は具体的な人物ではなく漠

然としたイメージを示すなど，家族形態の影響と男性の優位性が明らかになった。

2Ua－9 家の構造と機能の変化からとらえる日本的経営の行方

○判野啓一’　村田洋¨

　（・帝京大、¨産業医大）

　目的　日本社会全体やそれに至る諸組織を家にみたてる見解があるが、なかでも特に良
く論じられる組織が企業である。いわゆる日本的経営は経営体としての家を基盤に、労働

者の総サラリーマン化によって高度経済成長を成し遂げ、会社主義によって帰結し、今日

の企業社会を形成した。すなわち経営体としての家の社会的広がりの結果だが、実はその

過程は、その基盤たる家の構造上の転換と、機能の変化の時期に重なっている。日本的経

営が本格化し、企業社会が形成される時期にちょうどその基盤たる家が変化していったこ
とが日本的経営にどのような影響をもたらしたのか、その論証が目的である。

　方法　各種調査による世帯数～核家族への推移表を基に、主に企業内教育担当者、ある

いは企業の管理職70人に、それぞれの世代の持つ企業への関わり方等に関するヒヤリング
調査を実施し、それを学術文献と照合した。

　結果　いわゆる核家族め基で成長してきた新たな世代に、第一に、これまで日本的経営

を支えてきた企業への忠誠心が欠如している点が多いこと、第二に、情報化や偏差値教育

の影響もあってマニュアル人間が増加しているごと、この二つの点が大きな問題としてク

ローズ・アップされた。つまり、家の構造や機船の゛変化によって家に対する意識が変わっ
たために家にみたてる企業への忠誠心が薄れたこと、それに今日の教育体制や社会的諸環

境が重なり、企業そのものに対する関わり方に変化が生じたと言える。これからの日本社
会を支える新たな世代のこのような意識は、日本的経営の危機を招くことも考えられる。
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